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自動応答メッセージ電話が導入されます 
 
近々、津山市立小・中学校に、自動応答メッセ

ージ機能付き電話が導入されます。これにより、

勤務時間外に学校に電話をした際、録音メッセー

ジが流れ、繋がらなくなります。教職員の超過勤

務を解消する働き方改革の一環としての取組で

す。ご理解・ご協力をお願いします。 

１０月行事予定 

1 日(月)全校朝の会 民生委員下校見守り 

3 日(水)津山市陸上記録会（６年） 

  6 日(土)街頭補導 AB（４年）18 時～ 

 12 日(金)遠足・社会見学（１～４年） 

17 日(水)社会見学（５年）ぶっくまる 

 

19 日(金)避難訓練 

20 日(土)美作地区陸上記録会 

27 日(土)～28 日(日) 

第 32 回ふれあい祭り（公民館） 

27 日(土)１年学級ＰＴＡ（午前中） 

31 日(水)就学時健康診断 13 時～受付 

 

１１月の主な行事予定 

10 日(土)学習発表会 

12 日(月)振替休業日 

14 日(水)ぶっくまる 

14 日(水)～15 日(木)希望懇談 

16 日(金)津山市音楽会（4年） 

20 日(火)児童集会 

９月１９日（水）スーパーマーケットの見学をしました（３年生） 

  

三
年
生
全
員
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
配
布 

 

今
年
度
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
三
年
生
全
員
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
し
、

配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
配
布
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
本
校
児

童
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
と
て
も
低
い
こ
と
か
ら
で
す
。 

本
校
学
区
は
、
国
道
五
十
三
号
線
が
通
り
、
中
国
自
動
車
道
津
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
抱
え
る
交
通
量
が
多
い
地
域
で
す
。
事
故
が
起
こ

っ
て
か
ら
悔
や
ん
で
も
遅
す
ぎ
ま
す
。
全
員
配
布
を
機
会
に
、
自
転
車

に
乗
る
際
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
に
ご
家
庭
で
も
お

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
三
年
生
以
外
で
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入

さ
れ
た
際
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
五
百
円
の
補
助
が
出
ま
す
の
で
、
領
収
書

や
レ
シ
ー
ト
を
学
校
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

三
年
生
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
配
布
は
、
三
学
期
に
行
う
予
定
で
す
。 

 
 

海
の
学
習
（
五
年
） 

 
 五

年
生
が
、
九
月
三
日
（
月
）
に
海
の
学
習
に 

行
き
ま
し
た
。
予
定
で
は
、
一
泊
二
日
の
宿
泊
研 

修
で
し
た
が
、
大
型
の
台
風
二
十
一
号
が
接
近
し 

て
い
る
関
係
で
、
日
帰
り
の
研
修
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
海
岸
の
砂
浜
で
弁
当
を
食
べ
た
り
、 

研
修
所
に
隣
接
し
て
い
る
海
洋
博
物
館
を
見
学
し 

た
り
、
学
校
で
は
経
験
で
き
な
い
体
験
を
し
て
楽 

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し 

て
、
海
の
学
習
で
一
番
の
研
修
で
あ
る
カ
ッ
タ
ー 

訓
練
も
無
事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
で
力 

を
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
、
瀬
戸
内
海
に
カ 

ッ
タ
ー
（
船
）
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
大
き
な
船
も
、 

皆
の
気
持
ち
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
力
強
く
進
む
と 

い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

二
日
目
の
地
引
網
の
研
修
は
、
台
風
の
影
響
で 

早
々
に
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
体
験
す
る
こ 

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
残
念
で
す
が
、 

自
然
現
象
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。 

 

当
日
、
学
校
へ
は
午
後 

七
時
半
ご
ろ
帰
着
し
ま
し 

た
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、 

お
迎
え
を
し
て
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。
子
ど
も
た
ち
の
表
情 

か
ら
、
楽
し
い
研
修
で
あ 

っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

教
育
目
標 

「
自
ら
学
び 

生
き
生
き
と
表
現
す
る 

心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
」 

児
童
集
会
（
折
り
鶴
集
会
） 

 

九
月
十
一
日
（
火
）
に
平
和
委
員
会
主
催
の 

折
り
鶴
集
会
を
し
ま
し
た
。
最
初
に
全
校
で 

「
青
い
空
は
」
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
次
に
、 

平
和
委
員
が
、「
サ
ダ
子
と
原
爆
」
の
読
み
聞 

か
せ
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
教
室
に
行 

き
、
下
級
生
に
鶴
の
折 

り
方
を
説
明
し
ま
し
た
。 

皆
で
一
生
懸
命
鶴
を
折 

っ
て
、
全
部
で
千
羽
折 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
千
羽
鶴
は
、
今
年 

も
六
年
生
が
修
学
旅
行 

で
平
和
公
園
に
捧
げ
て 

き
ま
す
。 

 
 
お
店
の
工
夫
を

学
び
ま
し
た
。 

 お
客
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。 


